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掌 絞 内 グ ル ＿ ヒニ
゜
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）て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 菊地 巣治 （東京夫掌夫学隗 ）

1 ．閉 題 の 所 在

周知 の 通 り，我 が 国の 高蔑教 面 苫戦後aj
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の 増夫 と そシひて件 うグ
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青闍 の 接続 閣箴 の
・芝彪 ，
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き
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4 ・ 調査 の 概要

　 　 調査名

頭 冒

　 高等 学絞 の 進路 指 導に

　 関 す ゐ 言驢 【工 DE 謁 査）1

学 習習燕度 別 学級 編 成

に 関すゐ 認 Hβ蔵 ）

フ ズ旦 「
・ア ッ プ 調査

（戸OL 調 査 ）

　　 ρ

対 　　象

6 都 県 の 公 立 普 孟 剃 高波　　　　　　　　　 ゆ　　　　　鹽

109 校

乏葺初 ザン フうレ数 1ヨ86（回鵬

荏涸 の 普通 科 設置攻

　 191 ユ来女（回鱆 5ユ，5％）

エ P ξ 塀 査漲 攻 全 て ピレ

H βT 諷 査対 操挽 の
一部 　　，　　　　 1　　　　　　　　　　　醒

　　 、3防 坂 （回 収率 瓢 3 ド广

面 啓 着
誰 路 指 導 主イ壬

一鰓 諭

教 務簸 　　　　　， ．教 灘　　　　　　　　　　 “．

　 L 「尸 rゴ

言罸査 時 期 昭 柔日58 気 ユz 月 昭 和 ε0虹 ユ 〜  且 昭和 〔記 年 6 〜 7 月．一气

調 査 内容

進 路 指 轍 ，
・
生徒 観 ，

高疲 教 玄
；

観 ， 授 菜 6η ダ

ィ プ ，習 熟鹿 別 ク ラ 又

の 実鰥 あ 等 。

学 坡 翻 生，類 型 制 ・
．習

熟度 別 学 荻 編 威 の 軣施．

縦況 〆今後 の 実施
一
予定 ，、

教 r菊目焼 尋 ．

H β
一
r 調 査 瑣 目 の

一部 ，，　　　　　　　　　　圏

ま耳戴 額 型 ，学力・
の バ ！ラ

ツ キ （λ 試得 点 弟 3気

闇 の 学竣 変イ瞬 。

参 」照論 文

　　　　　　　　 麕
夭 野 郁 先 柁

「 喝疲 に お
’
け

る進 路 指 導 の 調 査 と1分前 」

F
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謝漉舞鰍 る．吻刊 ．
繍 1幻 頭 12 −8鶴 踞

鰰 去也 輸 麁喞 ％ 掌習習
掖 別 瓠 歙 醐 贓 」 囎

実欝 鰄 26巻，1鯨 瞬 ．

ヒ

　 圏

考 イ ン ダ ビ
’
＝＿調 査 を含 む 。

〔付記」 デ ータの 再分 耕 歪 ご択 諾 下 ざ ． た 方 々 に ， ，V ・

か り伽 礼 を由しよ げ ゴ す．
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